
 

 

 

「生涯学習に関する市民意識調査」 

―市民の学習状況と学習志向に関する調査― 

報 告 書 

 

（平成 29 年９月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 古 屋 市 教 育 委 員 会  

生涯学習部生涯学習課 

 



 



は じ め に 

 

中央教育審議会教育振興基本計画部会において、平成 30 年度から５年間の計画期間に

向けて、「第３期教育振興基本計画の策定に向けた基本的な考え方」が取りまとめられま

した。その中では、今後の教育政策の方向性として、「自立した人間として、主体的に判

断し、多様な人々と協働しながら新たな価値を創造する人材の育成を目指しつつ、一人ひ

とりが活躍し、豊かで安心して暮らせる社会の実現や、社会の持続的な成長・発展を目指

すこと」を目標に掲げています。また、基本的な方針３の「生涯学び、活躍できる環境を

整える」では、「人生 100 年を見据えた生涯学習の推進」「地域課題解決のための学びの

推進」「社会人が学べる環境の整備」などの方向性が示されています。 

名古屋市では、平成 27 年に策定された「名古屋市教育振興基本計画」において、市民

が生涯を通じて学びを継続できるようにするとともに、その成果を生かし社会で活躍でき

るように支援することを目標に掲げています。これを受けて生涯学習センター（以下、セ

ンター）や生涯学習課では、生涯学習の機会と場の提供や緩やかなネットワークづくりを

進め、学ぶ意欲を高めたり、学びの成果を社会に生かしたりできるように講座・事業を展

開してきました。市民が生涯を通じて学びを継続し、その成果を生かして社会で活躍でき

るように支援をしていくためには、市全体としての生涯学習に関する市民の意識を把握す

る必要があります。 

そこで、名古屋市の公的社会教育施設が行う生涯学習事業をさらに充実していくために、

「生涯学習に関する市民意識調査」を実施いたしました。本調査は、市民の現在の生涯学

習に関する学習状況と学習志向を把握するとともに、平成 25 年度に実施した調査との比

較をすることで、市民の意識の変化を把握し、今後の事業展開の基礎資料とするものです。 

本市におきましては、この報告書を活用して事業の充実に努めてまいりますが、関連機

関の方々にとってもその一助になれば幸いと考えます。 

 

平成 30 年３月 

 

名古屋市教育委員会
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〈平成元年度の市民意識調査〉（調査対象数 10,000人 有効回収 3,064人 回収率 30.6%） 

「生涯学習」という言葉の認知度、市民の生涯学習活動の現状及び今後、生涯学習をすすめて

いく上での志向、要望についての基礎資料を得るために実施した。 

〈平成５年度の市民意識調査〉（調査対象数 10,000人 有効回収 2,877人 回収率 28.8%） 

 公的社会教育施設の行う学習関連事業をより充実させるため、現状の事業が市民の生活実態

や学習要求に沿っているか把握するとともに、今後、どのような方向で施設の整備や充実を求

めるかについて調査を実施した。 

〈平成９年度の市民意識調査〉（調査対象数 10,000人 有効回収 2,691人 回収率 26.9%） 

公的社会教育施設の行う学習機会提供事業、学習活動支援事業などをさらに充実していくた

めに、現状の事業が市民の生活や学習実態、学習要求に沿っているか把握するとともに、学習

情報入手の状況の在り方について調査を実施した。 

〈平成 13年度の市民意識調査〉（調査対象数 5,000人 有効回収 1,470人 回収率 29.4%） 

社会情勢の変化に伴う学習状況の変化や公的社会教育施設に求められている学習志向や現代

的課題への関心について把握するとともに、情報化の進展に伴う学習内容や情報の入手方法の

変化について調査した。 

〈平成 17年度の市民意識調査〉（調査対象数 5,000人 有効回収 1,237人 回収率 24.7%） 

高度化・多様化する学習ニーズの把握に加え、公的社会教育施設に求められている学習志向

や学習成果の還元、現代的課題への関心について把握するとともに、情報化の進展に伴う学習

情報の入手方法の変化について調査した。 

〈平成 21年度の市民意識調査〉（調査対象数 4,000人 有効回収 1,493人 回収率 37.3%） 

公的社会教育施設において「個人の要望」を踏まえるとともに「社会の要請」を重視して事

業を展開している中で、市民の学習状況と学習志向を前回調査と比較するとともに、学習成果

の社会への還元、各種連携を意識した調査を実施した。 

〈平成 25年度の市民意識調査〉（調査対象数 4,000人 有効回収 1,217人 回収率 30.4%） 

公的社会教育施設が多様化する市民の学習ニーズに応え、生涯学習の機会や場所を提供する

ことを目指している中で、市民の学習状況と学習志向を前回調査と比較するとともに、学習成

果還元への意欲や支援の在り方について調査した。 

本報告書では、平成 21 年度の市民意識調査と比較しながら、市民の学習状況と学習志向を把

握することで、今後の公的社会教育施設における生涯学習施策の方向性を明らかにする。 

Ⅰ 調査をすすめるにあたって 

「生涯学習に関する市民意識調査」（以下、市民意識調査）は、平成元年度より４年

に１回、市民の生涯学習における学習状況と学習志向を把握するために、次のような内

容で実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、本市では、「名古屋市教育振興基本計画」（平成 27 年）に基づき、市民が生

涯を通じて学びを継続できるようにするとともに、その成果を社会で生かすことができ

るように支援することを目指している。 

本報告書では、平成 25 年度の市民意識調査と比較しながら、市民の学習状況と学習

志向を把握することで、今後の公的社会教育施設における生涯学習施策の方向性を明ら

かにしていく。 
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Ⅱ 調査概要 

１ 調査の目的 

市民の生涯学習おける学習状況と学習志向を調査し、今後の公的社会教育施設が

行う事業展開のための基礎資料とする。 

 

２ 調査実施の概要 

 (1)  調査地域  名古屋市内 

 

   (2)  調査対象  上記地域に居住する 20歳以上の男女個人 

 

   (3)  調査対象数  4,000 人 

 

   (4)  対象者抽出方法 住民基本台帳より、層化 2段無作為抽出 

 

   (5)  有効回収  1,141 人 回収率 28.5% 

 

   (6)  調査方法  郵送法 

 

   (7)  調査期間  平成 29 年９月 1日～30日 

 

   (8)  調査企画  名古屋市教育委員会生涯学習部生涯学習課 

 

３ 調査票送付状況 

送付総数 4,000 

 

千種区 280 熱田区 118 

東区 136 中川区 383 

北区 292 港区 257 

西区 260 南区 247 

中村区 246 守山区 295 

中区 156 緑区 412 

昭和区 183 名東区 276 

瑞穂区 187 天白区 272 
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４  調査集計の誤差 

 

無作為抽出による調査結果を、そのまま全市民（2,313,524 人、平成 29 年９月１

日現在）の回答として置き換えると、全市民にアンケート調査を実施した場合との誤

差、すなわち標本誤差が生じるものと考えられる。そのため、統計学的には、信頼度

を 95%に設定した場合、次の式から当該市民の回答を推計する。 

 

 

標本誤差＝
ｎ

Ｐ）Ｐ

Ｎ

ｎＮ
２

-(1

1





  

 

 

回答比率 10%又は 90% 20%又は 80% 30%又は 70% 40%又は 60% 50% 

標本誤差 ±1.8% ±2.4% ±2.7% ±2.9% ±3.0% 

 

 

表の見方 

全市民（母集団）の中で、1,141 人が回答した設問について、「満足」と回答した

市民の割合が 10%（114 人）であれば、±1.8%の標本誤差が生じるものと考えられる。 

したがって、全市民（母集団）に当てはめた場合、8.2%～11.8%の範囲の市民が

「満足」であると、95%の信頼度で捉えることができる。 

 

 

参考文献    社会教育調査ハンドブック 

国立教育政策研究所社会教育実践研究センター 

平成 23 年７月発行 

 

Ｎ＝母集団数（2,313,524人） 

ｎ＝回答者数（1,141人） 

Ｐ＝回答比率 
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Ⅲ 調査の結果と分析 

 

◇  標本特性（N＝1,141） 

①  性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  性・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1  あなたの性別、年齢、職業、居住区をお答えください。 
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③  職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  居住区 
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※  生涯学習を行ったことが「ある」と回答した割合は、前回調査に引き続き減少し、

50%を下回った。 

※  性・年代別では、20代女性で「ある」と回答した割合が高い。 

※  前回調査との比較では、「ある」と回答した割合は 20 代女性で、「ない」と回答

した割合は 20代男性で、最も増加している。 

  

この１年間の生涯学習を行ったことが「ある」と回答した割合は、3.4 ポイント（前回

44.3%→今回 40.9%）減少している。前回調査と同様に、今回においても「ある」と回答

した割合が「ない」と回答した割合を下回る傾向が見られ、「ある」と「ない」の差がさ

らに広がる傾向が見られた。 

性・年代別で比較すると、「ある」と回答した割合は、20代女性のみ 50%を上回ってい

る。しかし、20 代～70 代以上のすべての男性、70 代以上の女性は 40%を下回っている。

特に、50代以上の男性は 30%を下回っている。 

前回調査と比較すると、「ある」と回答した割合は、20 代女性で 8.2 ポイント（前回

47.4%→今回 55.6%）増加している。「ない」と回答した割合は、男性で 6.5 ポイント

（前回 60.2%→今回 66.7%）増加し、特に 20 代男性で 24.8 ポイント（前回 42.9%→今回

67.7%）、40 代男性で 13.7ポイント（前回 52.4％→今回 66.1％）増加している。 

 

 

問２  あなたは、この１年間に、生涯学習（学習やスポーツ、文化活動、ボランティ

ア活動、趣味的な活動）を行ったことがありますか。 
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 (%)

a b

問2

あ
る

な
い

1141 40.9 59.1 0.0

男　n＝ 402 33.3 66.7 0.0

女　n＝ 739 45.1 54.9 0.0

男20代　n＝ 31 32.3 67.7 0.0

男30代　n＝ 63 36.5 63.5 0.0

男40代　n＝ 59 33.9 66.1 0.0

男50代　n＝ 68 26.5 73.5 0.0

男60代　n＝ 70 35.7 64.3 0.0

男70代以上　n＝ 111 34.2 65.8 0.0

女20代　n＝ 63 55.6 44.4 0.0

女30代　n＝ 103 45.6 54.4 0.0

女40代　n＝ 124 47.6 52.4 0.0

女50代　n＝ 127 44.9 55.1 0.0

女60代　n＝ 155 45.8 54.2 0.0

女70代以上　n＝ 167 38.3 61.7 0.0

自営業・自由業　n＝ 119 40.3 59.7 0.0

勤め(常勤）　n＝ 376 39.6 60.4 0.0

パート・アルバイト　n＝ 155 40.0 60.0 0.0

家事専業　n＝ 201 49.3 50.7 0.0

学生　n＝ 18 66.7 33.3 0.0

無職　n＝ 219 34.7 65.3 0.0

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別

 
未
回
答
・
不
明
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生涯学習を行った内容は、「運動やスポーツ、レクリエーション」（53.1%）、「趣味

や教養」（38.1%）、「心身の健康」（18.0%）が上位である。 

性・年代別で比較すると、男女ともに上位２つは同じだが、次に続くのは、男性で「仕

事や生活に役立つ知識や技能」（21.6%）、女性で「心身の健康」（19.8%）である。特に、

「仕事や生活に役立つ知識や技能」は 20～30代男性、「心身の健康」は 50代以上の女性

で割合が高くなっている。 

前回調査と比較すると、「地域の魅力発見や活性化」と回答した割合は、男性で 6.4ポ

イント（前回 10.0%→今回 16.4%）増加している。また、「趣味や教養」と回答した割合

は、50・60 代女性で減少しているものの、「ボランティア活動」と回答した割合は増加

している。 

 

問３  あなたは、どのような内容の生涯学習を行いましたか。（複数回答） 

※  生涯学習を行った内容は、「運動やスポーツ、レクリエーション」「趣味や教

養」「心身の健康」が上位である。 

※  性・年代別では、男女とも上位２つは同じだが、次に続くのは、男性で「仕事や

生活に役立つ知識や技能」、女性で「心身の健康」である。 

※  前回調査との比較では、男性で「地域の魅力発見や活性化」、女性で「ボランテ

ィア活動」と回答した割合が増加している。 
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 (%)

a b c d e f g h i j k

問3

社
会
問
題

地
域
の
魅
力
発
見
や
活
性
化

教
育

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

趣
味
や
教
養

運
動
や
ス
ポ
ー

ツ

、

レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン

仕
事
や
生
活
に
役
立
つ

知
識
や
技
能

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
活
用

家
庭
生
活
に
役
立
つ

知
識
や
技
能

心
身
の
健
康

そ
の
他

467 10.1 10.7 12.8 15.6 38.1 53.1 17.1 6.2 11.8 18.0 1.9

男　n＝ 134 14.2 16.4 6.7 11.2 29.9 59.0 21.6 9.7 10.4 13.4 3.7

女　n＝ 333 8.4 8.4 15.3 17.4 41.4 50.8 15.3 4.8 12.3 19.8 1.2

男20代　n＝ 10 20.0 20.0 10.0 0.0 50.0 50.0 50.0 20.0 0.0 0.0 0.0

男30代　n＝ 23 4.3 8.7 8.7 13.0 26.1 60.9 34.8 13.0 4.3 8.7 4.3

男40代　n＝ 20 20.0 20.0 15.0 0.0 25.0 65.0 15.0 15.0 25.0 20.0 5.0

男50代　n＝ 18 0.0 5.6 0.0 0.0 16.7 77.8 27.8 16.7 5.6 5.6 0.0

男60代　n＝ 25 12.0 8.0 4.0 8.0 52.0 56.0 16.0 4.0 8.0 12.0 0.0

男70代以上　n＝ 38 23.7 28.9 5.3 26.3 21.1 50.0 10.5 2.6 13.2 21.1 7.9

女20代　n＝ 35 2.9 2.9 20.0 31.4 48.6 48.6 22.9 11.4 22.9 11.4 2.9

女30代　n＝ 47 0.0 0.0 31.9 6.4 40.4 57.4 17.0 0.0 8.5 8.5 0.0

女40代　n＝ 59 11.9 5.1 22.0 6.8 39.0 49.2 13.6 5.1 11.9 8.5 0.0

女50代　n＝ 57 8.8 12.3 14.0 22.8 36.8 38.6 22.8 3.5 10.5 22.8 3.5

女60代　n＝ 71 9.9 11.3 9.9 23.9 39.4 60.6 11.3 4.2 15.5 25.4 1.4

女70代以上　n＝ 64 12.5 14.1 1.6 15.6 46.9 48.4 9.4 6.3 7.8 34.4 0.0

自営業・自由業　n＝ 48 14.6 20.8 4.2 16.7 16.7 54.2 22.9 6.3 8.3 12.5 4.2

勤め(常勤）　n＝ 149 8.1 5.4 10.1 10.1 38.3 57.7 27.5 8.1 8.1 12.1 2.0

パート・アルバイト　n＝ 62 8.1 12.9 17.7 21.0 35.5 46.8 12.9 4.8 17.7 22.6 0.0

家事専業　n＝ 99 7.1 5.1 20.2 9.1 42.4 51.5 9.1 3.0 15.2 19.2 0.0

学生　n＝ 12 16.7 16.7 25.0 50.0 50.0 58.3 33.3 25.0 8.3 0.0 0.0

無職　n＝ 76 11.8 14.5 7.9 17.1 44.7 47.4 5.3 6.6 14.5 23.7 2.6

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習を行った目的は、「余暇」（58.0%）、「友達づくりや仲間づくり、交流」

（46.7%）、「生きがい」（41.3%）が上位で、以下、「心身の健康」（37.0%）、「教

養」（30.6%）と続く。 

性・年代別で比較すると、「余暇」「友達づくりや仲間づくり、交流」「生きがい」以

外では、男性で「社会問題の解決」（14.9%）が、女性（5.7%）を９ポイント以上上回っ

ている。また、60・70 代以上女性で、「心身の健康」と回答した割合が高くなっている。

さらに、20～50代男性で「仕事」と回答した割合が高くなっている。 

前回調査と比較すると、「社会問題の解決」と回答した割合は、20 代男性で 15.8 ポイ

ント（前回 4.2%→今回 20.0%）増加している。「地域の魅力発見や活性化」と回答した割

合は、女性で 4.9 ポイント（前回 5.9%→今回 10.8%）増加している。 

 

問４  あなたが生涯学習を行う目的は何ですか。（複数回答） 

※  生涯学習を行った目的は、「余暇」「友達づくりや仲間づくり、交流」「生きが

い」が上位である。 

※  性・年代別では、男性で「社会問題の解決」、60・70 代以上女性で「心身の健

康」と回答した割合が高い。 

※  前回調査との比較では、20代、70代以上男性で「社会問題の解決」、40代以上女

性で「地域の魅力発見や活性化」と回答した割合が増加している。 
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、
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そ
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467 8.4 12.4 21.8 6.6 41.3 30.6 58.0 21.6 37.0 46.7 3.2

男　n＝ 134 14.9 16.4 16.4 4.5 35.1 28.4 51.5 26.1 35.1 43.3 1.5

女　n＝ 333 5.7 10.8 24.0 7.5 43.8 31.5 60.7 19.8 37.8 48.0 3.9

男20代　n＝ 10 20.0 10.0 10.0 20.0 50.0 50.0 50.0 40.0 10.0 50.0 0.0

男30代　n＝ 23 4.3 0.0 8.7 0.0 17.4 30.4 43.5 47.8 17.4 34.8 0.0

男40代　n＝ 20 20.0 20.0 40.0 5.0 25.0 25.0 60.0 35.0 40.0 45.0 0.0

男50代　n＝ 18 0.0 5.6 0.0 0.0 50.0 38.9 55.6 33.3 55.6 55.6 0.0

男60代　n＝ 25 4.0 16.0 8.0 4.0 48.0 32.0 60.0 8.0 28.0 28.0 0.0

男70代以上　n＝ 38 31.6 31.6 23.7 5.3 31.6 15.8 44.7 13.2 44.7 50.0 5.3

女20代　n＝ 35 2.9 5.7 22.9 8.6 42.9 48.6 74.3 37.1 17.1 34.3 5.7

女30代　n＝ 47 2.1 4.3 40.4 4.3 25.5 25.5 51.1 23.4 21.3 44.7 2.1

女40代　n＝ 59 3.4 10.2 23.7 8.5 23.7 32.2 54.2 25.4 30.5 40.7 3.4

女50代　n＝ 57 8.8 14.0 19.3 7.0 45.6 33.3 47.4 26.3 29.8 43.9 7.0

女60代　n＝ 71 7.0 11.3 16.9 7.0 47.9 23.9 70.4 14.1 57.7 56.3 1.4

女70代以上　n＝ 64 7.8 15.6 25.0 9.4 70.3 32.8 67.2 3.1 53.1 59.4 4.7

自営業・自由業　n＝ 48 18.8 16.7 10.4 4.2 37.5 27.1 47.9 35.4 29.2 54.2 0.0

勤め(常勤）　n＝ 149 4.7 8.7 17.4 4.7 30.9 31.5 57.0 34.9 29.5 36.2 2.0

パート・アルバイト　n＝ 62 9.7 12.9 29.0 9.7 32.3 21.0 53.2 22.6 40.3 37.1 8.1

家事専業　n＝ 99 4.0 5.1 29.3 6.1 53.5 27.3 67.7 7.1 42.4 60.6 5.1

学生　n＝ 12 16.7 16.7 8.3 25.0 50.0 83.3 41.7 41.7 8.3 41.7 8.3

無職　n＝ 76 9.2 19.7 19.7 9.2 46.1 30.3 57.9 2.6 42.1 44.7 0.0

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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生涯学習の方法は、「自主的なグループや仲間」（38.5%）、「民間」（31.7%）、「公

的な施設」（28.5%）が上位である。 

性・年代別で比較すると、「公的な施設」と回答した割合は、男性（12.7%）より女性

（34.8%）の方が高くなっている。しかし、「自主的なグループや仲間」と回答した割合

は、女性（35.7%）より男性（45.5%）の方が高くなっている。また、「公的な施設」と回

答した割合は、30 代以上の女性で高く、さらに 60・70 代以上女性（43.7%、46.9%）で割

合が高くなっている。さらに、「地域の団体や PTA、NPO」と回答した割合は、40 代男性

（35.0%）と 40代女性（27.1%）で高くなっている。 

前回調査と比較すると、「自主的なグループや仲間」と回答した割合は、全体で 12.9

ポイント（前回 25.6%→今回 38.5%）、男性で 13.5 ポイント（前回 32.0%→今回 45.5%）、

女性で 13.9 ポイント（前回 21.8%→今回 35.7%）増加している。 

 

 

問５  あなたは、どのように生涯学習を行いましたか。（複数回答） 

※  生涯学習の方法は、「自主的なグループや仲間」「民間」「公的な施設」と回答

した割合が上位である。 

※  性･年代別では、30 代以上の女性で「公的な施設」、男性で「自主的なグループ

や仲間」と回答した割合が高い。 

※  前回調査との比較では、「自主的なグループや仲間」と回答した割合が増加して

いる。 
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467 28.5 31.7 10.9 19.9 38.5 21.0 6.4

男　n＝ 134 12.7 20.9 9.0 20.1 45.5 25.4 6.7

女　n＝ 333 34.8 36.0 11.7 19.8 35.7 19.2 6.3

男20代　n＝ 10 10.0 20.0 20.0 10.0 70.0 40.0 0.0

男30代　n＝ 23 8.7 13.0 8.7 17.4 52.2 30.4 13.0

男40代　n＝ 20 0.0 15.0 0.0 35.0 65.0 30.0 5.0

男50代　n＝ 18 5.6 27.8 0.0 11.1 50.0 38.9 5.6

男60代　n＝ 25 20.0 28.0 4.0 12.0 44.0 24.0 4.0

男70代以上　n＝ 38 21.1 21.1 18.4 26.3 23.7 10.5 7.9

女20代　n＝ 35 11.4 31.4 14.3 20.0 42.9 34.3 2.9

女30代　n＝ 47 36.2 31.9 12.8 17.0 36.2 23.4 6.4

女40代　n＝ 59 25.4 27.1 16.9 27.1 30.5 15.3 5.1

女50代　n＝ 57 33.3 38.6 17.5 19.3 29.8 22.8 7.0

女60代　n＝ 71 43.7 45.1 7.0 16.9 43.7 16.9 7.0

女70代以上　n＝ 64 46.9 37.5 4.7 18.8 32.8 10.9 7.8

自営業・自由業　n＝ 48 20.8 16.7 4.2 20.8 47.9 16.7 10.4

勤め(常勤）　n＝ 149 15.4 27.5 8.7 16.8 45.6 26.8 6.0

パート・アルバイト　n＝ 62 35.5 35.5 8.1 22.6 29.0 17.7 9.7

家事専業　n＝ 99 43.4 38.4 16.2 18.2 28.3 18.2 6.1

学生　n＝ 12 0.0 25.0 50.0 50.0 58.3 25.0 0.0

無職　n＝ 76 30.3 38.2 9.2 21.1 38.2 17.1 1.3

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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学んだ知識や技能の生かし方は、「余暇やレクリエーション」（47.5%）、「仲間づく

り」（41.1%）、「家庭生活」（33.6%）が上位である。 

性・年代別で比較すると、「余暇やレクリエーション」「仲間づくり」「家庭生活」以

外では、男性で「仕事」（26.1%）、「まち（地域）づくりに関わる活動」（13.4%）、

「ボランティア活動」（12.7%）、女性で「仕事」（21.3%）、「ボランティア活動」

（18.3%）が続く。特に、「ボランティア活動」と回答した割合は、女性の 20・ 50 代

（22.9%、24.6%）で高い結果となっている。今回の調査より新しく追加した「家庭生活」

は、男性で回答した割合（22.4%）が高いが、「家庭生活」より「仕事」が上位となって

いる。 

前回調査と比較すると、「役立てていない」と回答した割合が、男女ともに増加してい

る。女性で「ボランティア活動」「まちづくりに関わる活動」と回答した割合が、4.7 ポ

イント（前回 13.6%→今回 18.3%）、4.9 ポイント（前回 4.1%→9.0%）とそれぞれ増加し

ている。 

 

問６   あなたは、生涯学習で得た知識や技能を何に役立てていますか。（複数回答） 

※  学んだ知識や技能の生かし方は、「余暇やレクリエーション」「仲間づくり」

「家庭生活」が上位である。 

※  性・年代別では、男性で 20 代～50 代は「仕事」、60・70 代は、「ボランティア

活動」や「まち（地域）づくり」に生かしている反面、「役立てていない」と回答

した割合が高い。女性で、「仲間づくり」と回答する割合は年齢が上がるほど増加

し、「ボランティア活動」と回答した 30・40代の割合が少ない。 

※  前回調査との比較では、男性で「家庭生活」、女性で「ボランティア活動」「ま

ちづくりに関わる活動」と回答した割合が増加している。 
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467 47.5 16.7 33.6 10.3 4.1 22.7 41.1 5.4 4.1

男　n＝ 134 45.5 12.7 22.4 13.4 5.2 26.1 39.6 7.5 3.0

女　n＝ 333 48.3 18.3 38.1 9.0 3.6 21.3 41.7 4.5 4.5

男20代　n＝ 10 50.0 0.0 10.0 20.0 10.0 30.0 50.0 20.0 10.0

男30代　n＝ 23 47.8 13.0 21.7 4.3 0.0 56.5 17.4 13.0 0.0

男40代　n＝ 20 50.0 15.0 35.0 15.0 10.0 45.0 50.0 0.0 5.0

男50代　n＝ 18 72.2 0.0 16.7 5.6 0.0 27.8 66.7 0.0 0.0

男60代　n＝ 25 44.0 20.0 12.0 12.0 0.0 8.0 36.0 12.0 0.0

男70代以上　n＝ 38 28.9 15.8 28.9 21.1 10.5 7.9 34.2 5.3 5.3

女20代　n＝ 35 62.9 22.9 37.1 2.9 2.9 42.9 28.6 5.7 5.7

女30代　n＝ 47 42.6 4.3 46.8 2.1 0.0 23.4 29.8 6.4 2.1

女40代　n＝ 59 49.2 8.5 42.4 6.8 1.7 25.4 33.9 5.1 1.7

女50代　n＝ 57 47.4 24.6 33.3 12.3 8.8 28.1 42.1 3.5 5.3

女60代　n＝ 71 45.1 31.0 26.8 9.9 5.6 15.5 50.7 4.2 7.0

女70代以上　n＝ 64 48.4 15.6 45.3 15.6 1.6 4.7 54.7 3.1 4.7

自営業・自由業　n＝ 48 43.8 14.6 22.9 8.3 10.4 39.6 43.8 2.1 2.1

勤め(常勤）　n＝ 149 54.4 14.1 26.8 7.4 1.3 40.9 34.9 5.4 2.7

パート・アルバイト　n＝ 62 43.5 21.0 35.5 12.9 3.2 22.6 32.3 4.8 4.8

家事専業　n＝ 99 45.5 14.1 46.5 6.1 0.0 4.0 48.5 7.1 6.1

学生　n＝ 12 66.7 41.7 25.0 16.7 16.7 25.0 41.7 0.0 16.7

無職　n＝ 76 44.7 15.8 34.2 15.8 6.6 0.0 44.7 6.6 1.3

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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生涯学習を行わなかった理由は、「時間的に余裕がなかった」（46.7%）、「必要性を

感じなかった」（32.0%）、「生涯学習を行う機会や場所が身近になかった」（26.9%）が

上位である。 

性・年代別で比較すると、上位２つは同じだが、男性は女性に比べ「必要性を感じなか

った」（男性 40.7%・女性 26.4%）の割合が顕著に高く、女性は男性に比べ「時間的に余

裕がなかった」（男性 44.0%・女性 48.5%）の割合が高い。特に男性で「必要性を感じな

かった」の割合が高くなっている。また、「自分の求める内容を探したが見つからなかっ

た」と回答した割合は、男性（7.1%）より女性（9.6%）が高くなっている。 

前回調査と比較すると、「生涯学習を行う機会や場所が身近になかった」と回答した割

合は、全体で 4.5 ポイント（前回 22.4%→今回 26.9%）増加している。また、「必要性を

感じなかった」と回答した割合は、全体で 9.9 ポイント（前回 22.1%→今回 32.0%）増加

し、内訳をみると、女性の 6.3 ポイント（前回 20.1%→今回 26.4%）に対し、男性は 15.9

ポイント（前回 24.8%→今回 40.7%）と大きく増加している。 

 

 

問７ あなたが、この１年間に生涯学習を行わなかったのはなぜですか。（複数回答） 

※  生涯学習を行わなかった理由は、「時間的に余裕がなかった」「必要性を感じな

かった」「生涯学習を行う機会や場所が身近になかった」が上位である。 

※  性・年代別では、30・60 代以上の男性で「必要性を感じなかった」、20・60 代以

上女性で「一緒にできる仲間がいなかった」と回答した割合が高い。 

※  前回調査との比較では、男女とも「生涯学習を行う機会や場所が身近になかっ

た」「必要性を感じなかった」と回答した割合が全体で増加している。 
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674 26.9 8.6 7.3 46.7 4.3 1.3 9.5 32.0 15.9

男　n＝ 268 29.1 7.1 7.5 44.0 3.4 1.5 9.7 40.7 13.8

女　n＝ 406 25.4 9.6 7.1 48.5 4.9 1.2 9.4 26.4 17.2

男20代　n＝ 21 23.8 4.8 23.8 38.1 0.0 0.0 23.8 28.6 9.5

男30代　n＝ 40 30.0 2.5 7.5 45.0 2.5 2.5 12.5 42.5 12.5

男40代　n＝ 39 30.8 7.7 7.7 48.7 2.6 0.0 7.7 38.5 5.1

男50代　n＝ 50 30.0 6.0 6.0 58.0 4.0 2.0 4.0 32.0 12.0

男60代　n＝ 45 26.7 6.7 4.4 44.4 2.2 2.2 2.2 55.6 17.8

男70代以上　n＝ 73 30.1 11.0 5.5 32.9 5.5 1.4 13.7 41.1 19.2

女20代　n＝ 28 42.9 7.1 0.0 57.1 3.6 3.6 10.7 21.4 3.6

女30代　n＝ 56 23.2 7.1 8.9 62.5 3.6 0.0 7.1 17.9 12.5

女40代　n＝ 65 21.5 10.8 4.6 46.2 3.1 1.5 6.2 27.7 13.8

女50代　n＝ 70 32.9 4.3 7.1 57.1 4.3 0.0 7.1 22.9 11.4

女60代　n＝ 84 29.8 21.4 11.9 48.8 7.1 2.4 11.9 31.0 16.7

女70代以上　n＝ 103 15.5 4.9 5.8 34.0 5.8 1.0 11.7 30.1 30.1

自営業・自由業　n＝ 71 25.4 7.0 4.2 59.2 1.4 1.4 8.5 43.7 15.5

勤め(常勤）　n＝ 227 31.3 7.0 8.4 54.6 2.6 1.8 9.7 32.6 9.7

パート・アルバイト　n＝ 93 25.8 10.8 6.5 61.3 6.5 0.0 8.6 24.7 10.8

家事専業　n＝ 102 23.5 6.9 5.9 43.1 4.9 0.0 8.8 26.5 19.6

学生　n＝ 6 16.7 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 16.7 0.0 16.7

無職　n＝ 143 24.5 13.3 9.1 23.8 7.0 2.8 12.6 37.8 23.8

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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※ 生涯学習情報の入手方法は、「広報なごやや LLC など公的な施設」「新聞やタウン

誌」「インターネット」が上位である。 

※ 性・年代別では、「広報なごやや LLCなど公的な施設」と回答した割合が男性より女

性が高い。女性は上位３つ以外に「民間」「回覧」と回答した割合が高い。 

 

 

 

 

生涯学習情報の入手方法は、「広報なごやや生涯学習センターなど公的な施設」

（59.9%）、「インターネット」（27.1%）、「新聞やタウン誌」（23.8%）が上位であ

る。 

性・年代別で比較すると、「広報なごやや生涯学習センターなど公的な施設」と回答

した割合は、男性（51.7%）より女性（64.3%）の方が高くなっており、特に 30 代以上

の女性、50 代以上の男性で他の世代より高くなっている。「民間」「回覧」と回答し

た割合は、どちらも男性（10.9%、16.4%）より女性（22.1%、20.4%）の方が高くなって

いる。 

生涯学習情報の入手方法については、全体的な割合の変化は前回調査とほぼ変わらな

かった。前回調査と比較すると、「新聞やタウン誌」と回答した割合が 3.6 ポイント

（前回 27.4%→今回 23.8%）減少しているのに対し、「インターネット」と回答した割

合が 2.5 ポイント（前回 24.6%→今回 27.1%）増加している。「インターネット」と回

答した割合は多くの世代で増加している。 

 

 

問８ あなたは、生涯学習に関する情報をどこから得ていますか。（複数回答） 

※ 生涯学習情報の入手方法は、「広報なごやや生涯学習センターなど公的な施設」

「インターネット」「新聞やタウン誌」が上位である。 

※ 性・年代別では、「広報なごやや生涯学習センターなど公的な施設」と回答した

割合が男性より女性が高い。女性は上位３つ以外に「民間」「回覧」と回答した割

合が高い。 

※ 前回調査との比較では、「インターネット」と回答した割合は、男性 30～50 代、

女性全世代で増加している。 
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そ
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1141 59.9 23.8 27.1 3.4 18.1 5.7 19.0 9.0 10.8

男　n＝ 402 51.7 23.6 28.1 3.2 10.9 4.7 16.4 10.2 12.9

女　n＝ 739 64.3 23.8 26.5 3.5 22.1 6.2 20.4 8.4 9.6

男20代　n＝ 31 25.8 6.5 41.9 6.5 12.9 12.9 9.7 12.9 9.7

男30代　n＝ 63 34.9 9.5 54.0 1.6 6.3 4.8 11.1 4.8 12.7

男40代　n＝ 59 47.5 35.6 45.8 1.7 8.5 1.7 13.6 11.9 18.6

男50代　n＝ 68 52.9 27.9 32.4 1.5 10.3 4.4 7.4 10.3 16.2

男60代　n＝ 70 64.3 34.3 17.1 4.3 21.4 2.9 18.6 8.6 5.7

男70代以上　n＝ 111 62.2 20.7 4.5 4.5 8.1 5.4 27.0 12.6 13.5

女20代　n＝ 63 36.5 15.9 57.1 1.6 15.9 14.3 9.5 19.0 17.5

女30代　n＝ 103 64.1 20.4 44.7 1.0 19.4 4.9 17.5 4.9 7.8

女40代　n＝ 124 58.9 22.6 43.5 0.8 20.2 4.0 15.3 5.6 11.3

女50代　n＝ 127 70.9 29.1 20.5 2.4 30.7 10.2 18.9 7.9 7.9

女60代　n＝ 155 72.3 25.2 16.8 7.7 26.5 5.2 22.6 7.1 10.3

女70代以上　n＝ 167 66.5 24.6 4.8 4.8 16.8 3.6 29.3 10.2 7.2

自営業・自由業　n＝ 119 51.3 18.5 24.4 2.5 16.0 2.5 20.2 7.6 15.1

勤め(常勤）　n＝ 376 49.5 22.1 40.7 1.6 14.6 5.1 11.7 8.2 14.9

パート・アルバイト　n＝ 155 70.3 32.3 24.5 4.5 20.6 5.2 23.9 7.1 7.1

家事専業　n＝ 201 72.6 18.9 24.4 4.5 27.9 6.0 24.9 9.5 5.0

学生　n＝ 18 11.1 11.1 44.4 0.0 5.6 50.0 0.0 16.7 11.1

無職　n＝ 219 65.8 26.0 9.6 5.5 15.5 5.5 22.8 10.5 8.7

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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希望する生涯学習情報は、「生涯学習センターや区役所など公的施設」（47.4％）の講

座や教室の情報、「仕事や生活に役立つ知識や技能」（38.0％）に関する情報、「民間」

（30.8％）の講座や教室の情報が上位である。  

 性・年代別で比較すると、「生涯学習センターや区役所など公的施設」と回答した割合

は、男性（39.3％）より女性（51.8％）の方が高く、特に 30 代～60 代女性で高くなって

いる。また、「仕事や生活に役立つ知識や技能」と回答した割合は、男女とも高くなって

いる。「民間」と回答した割合は、男性（23.6％）より女性（34.6％）の方が高くなって

いる。 

 前回調査と比較すると、「民間」と回答した割合は、60 代男性で 17.9 ポイント（前回

17.8％→今回 35.7％）増加している。「ボランティア活動」と回答した割合は、20 代男

性で 11.3 ポイント（前回 4.8％→今回 16.1％）増加している。「生涯学習を行っている

グループ」と回答した割合は、20 代男性で 10.9 ポイント（前回 21.4％→今回 32.3％）

増加している。「生涯学習センターや区役所などの公的施設」と回答した割合が 12.7 ポ

イント（前回 60.1％→今回 47.4％）減少しているのに対し、「仕事や生活に役立つ知識

や技能」と回答した割合は 17 ポイント（前回 21.0％→今回 38.0％）増加している。 

 

問９   あなたは、生涯学習に関するどのような情報を知りたいですか。（複数回答） 

※ 希望する生涯学習情報は、「生涯学習センターや区役所など公的施設」で開催さ

れる講座や教室の情報、「仕事や生活に役立つ知識や技能」に関する情報、「民

間」で開催される講座や教室の情報が上位である。 

※  性・年代別では、30～60 代女性で「生涯学習センターや区役所など公的施設」、

20 代男性、20・30 代女性で「仕事や生活に役立つ知識や技能」と回答した割合が高

い。 

※  前回調査との比較では、男性・女性ともに「ボランティア活動」、「仕事や生活

に役立つ知識や技能」と回答した割合が増加している。 
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1141 47.4 30.8 18.6 4.6 12.1 11.3 18.7 38.0 6.1

男　n＝ 402 39.3 23.6 19.7 5.7 10.9 9.5 20.4 39.1 8.0

女　n＝ 739 51.8 34.6 18.0 3.9 12.7 12.3 17.7 37.5 5.1

男20代　n＝ 31 22.6 19.4 32.3 22.6 16.1 16.1 32.3 58.1 3.2

男30代　n＝ 63 38.1 22.2 12.7 7.9 7.9 7.9 12.7 46.0 7.9

男40代　n＝ 59 39.0 28.8 23.7 6.8 6.8 10.2 20.3 39.0 10.2

男50代　n＝ 68 45.6 26.5 25.0 2.9 13.2 8.8 25.0 35.3 2.9

男60代　n＝ 70 48.6 35.7 27.1 4.3 14.3 10.0 28.6 42.9 5.7

男70代以上　n＝ 111 35.1 13.5 9.9 1.8 9.9 8.1 13.5 29.7 12.6

女20代　n＝ 63 42.9 38.1 17.5 4.8 17.5 15.9 22.2 58.7 1.6

女30代　n＝ 103 54.4 50.5 20.4 2.9 10.7 11.7 21.4 51.5 2.9

女40代　n＝ 124 52.4 44.4 24.2 3.2 10.5 16.9 12.1 42.7 2.4

女50代　n＝ 127 57.5 40.9 26.8 3.1 17.3 14.2 19.7 34.6 4.7

女60代　n＝ 155 60.6 31.6 17.4 4.5 14.8 13.5 21.9 26.5 3.9

女70代以上　n＝ 167 40.7 14.4 6.0 4.8 8.4 5.4 12.6 29.3 11.4

自営業・自由業　n＝ 119 40.3 24.4 13.4 5.0 10.9 11.8 20.2 38.7 11.8

勤め(常勤）　n＝ 376 47.3 35.1 24.5 4.8 12.8 10.9 20.5 45.5 4.3

パート・アルバイト　n＝ 155 52.9 36.8 20.6 1.9 14.2 12.3 17.4 45.8 3.2

家事専業　n＝ 201 56.2 34.8 16.9 5.0 11.9 12.9 18.9 34.3 5.0

学生　n＝ 18 22.2 22.2 33.3 5.6 16.7 11.1 22.2 38.9 0.0

無職　n＝ 219 41.6 20.1 9.6 6.4 9.1 9.6 16.0 23.7 9.1

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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希望する生涯学習の内容は、「心身の健康」（45.6%）、「趣味や教養」（40.2%）、

「運動やスポーツやレクリエーション」（38.8%）が上位である。 

性・年代別で比較すると、上位３項目はほぼ同じだが、20 代女性で「生活に役立つ技

能」（52.4％）と回答した割合が高い。また、「教育」では、30 代女性（44.7％）で高

くなっている。 

さらに、「教育」「家庭生活に役立つ技能」と回答した割合は、男性（8.0%、19.4%）

より女性（16.6%、34.5%）の方が高く、特に「教育」と回答した割合は、20～40 代の女

性（31.7%、44.7%、25.0%）で高くなっている。 

前回調査と比較すると、「ボランティア活動」と回答した割合は、全体で 4.1ポイント

（前回 9.4%→今回 13.5%）増加している。 

 

問 10  今後あなたが、行いたい生涯学習の内容は何ですか。（複数回答） 

※ 希望する生涯学習の内容は、「心身の健康」「趣味や教養」「運動やスポーツ、

レクリエーション」が上位である。 

※ 性・年代別では、50～70 代以上男女で「心身の健康」、20～30 代男性で「仕事に

役立つ知識や技能」と回答した割合が高い。 

※ 前回調査との比較では、20 代男性で「仕事に役立つ知識や技能」、20 代男女で

「心身の健康」と回答した割合が増加している。 
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1141 12.4 13.9 13.6 13.5 40.2 38.8 23.6 14.5 29.2 45.6 5.35

男　n＝ 402 15.2 18.2 8.0 12.2 32.8 39.6 26.6 13.2 19.4 39.8 7.0

女　n＝ 739 11.0 11.6 16.6 14.2 44.2 38.4 21.9 15.2 34.5 48.7 4.5

男20代　n＝ 31 16.1 12.9 22.6 9.7 35.5 48.4 54.8 19.4 32.3 38.7 0.0

男30代　n＝ 63 14.3 14.3 15.9 9.5 30.2 42.9 46.0 9.5 14.3 28.6 6.3

男40代　n＝ 59 18.6 23.7 16.9 11.9 30.5 47.5 33.9 6.8 22.0 28.8 6.8

男50代　n＝ 68 19.1 20.6 4.4 14.7 39.7 47.1 29.4 22.1 19.1 39.7 2.9

男60代　n＝ 70 7.1 22.9 1.4 21.4 42.9 40.0 15.7 17.1 30.0 50.0 2.9

男70代以上　n＝ 111 16.2 14.4 0.9 7.2 24.3 26.1 9.0 9.0 10.8 45.9 14.4

女20代　n＝ 63 7.9 7.9 31.7 19.0 55.6 54.0 46.0 20.6 52.4 50.8 1.6

女30代　n＝ 103 8.7 3.9 44.7 13.6 60.2 49.5 35.0 8.7 40.8 42.7 1.9

女40代　n＝ 124 10.5 7.3 25.0 12.1 42.7 43.5 37.9 14.5 29.8 29.8 5.6

女50代　n＝ 127 11.8 16.5 7.9 18.1 43.3 42.5 21.3 19.7 38.6 54.3 6.3

女60代　n＝ 155 16.1 14.8 8.4 18.1 43.9 34.2 11.6 18.1 29.7 50.3 3.2

女70代以上　n＝ 167 8.4 14.4 1.8 7.8 32.3 22.8 3.0 11.4 28.7 59.9 6.0

自営業・自由業　n＝ 119 19.3 13.4 11.8 12.6 38.7 37.0 28.6 18.5 21.8 38.7 8.4

勤め(常勤）　n＝ 376 13.0 14.9 16.0 13.0 45.5 48.9 37.0 15.2 27.4 39.4 3.2

パート・アルバイト　n＝ 155 11.0 14.2 17.4 20.6 41.3 40.6 34.2 14.8 30.3 50.3 3.2

家事専業　n＝ 201 11.4 8.5 20.9 12.4 39.8 36.8 9.0 11.4 41.8 54.7 4.0

学生　n＝ 18 16.7 22.2 16.7 33.3 55.6 44.4 55.6 27.8 11.1 16.7 0.0

無職　n＝ 219 8.7 15.5 2.3 8.2 31.1 25.1 4.1 13.7 26.0 50.7 8.2

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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希望する生涯学習の方法は、「公的な施設」（47.3%）、「民間」（33.4%）、「自主的

なグループや仲間」（25.2%）が上位である。 

性・年代別で比較すると、「公的な施設」「民間」と回答した割合は、男性（39.8%、

26.6%）より女性（51.4%、37.1%）の方が高くなっている。また、「自主的なグループや

仲間」と回答した割合は、20 代男性（48.4％）、20 代女性（46.0％）と高くなっている。 

前回調査と比較すると、「公的な施設」と回答した割合は、全体で 14.7 ポイント（前

回 62.0%→今回 47.3%）減少している。 

 

問 11  今後あなたは、どのように生涯学習を行いたいですか。（複数回答） 

※  希望する生涯学習の方法は、「公的な施設」「民間」「自主的なグループや仲

間」が上位である。 

※  性・年代別では、女性で「公的な施設」「民間」と回答した割合が高く、特に

30・40・60 代女性で「公的な施設」と回答した割合が高い。 

※  前回調査との比較では、20・50 代男性で「大学」、20 代女性で「自主的なグルー

プや仲間」と回答した割合が増加している。 
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1141 47.3 33.4 22.6 13.4 25.2 22.4 6.7

男　n＝ 402 39.8 26.6 24.9 13.2 26.9 24.9 7.2

女　n＝ 739 51.4 37.1 21.4 13.5 24.2 21.1 6.5

男20代　n＝ 31 32.3 22.6 38.7 12.9 48.4 38.7 0.0

男30代　n＝ 63 33.3 33.3 19.0 7.9 28.6 33.3 4.8

男40代　n＝ 59 42.4 28.8 28.8 16.9 33.9 30.5 6.8

男50代　n＝ 68 44.1 35.3 39.7 17.6 25.0 16.2 7.4

男60代　n＝ 70 47.1 35.7 27.1 11.4 27.1 27.1 2.9

男70代以上　n＝ 111 36.9 11.7 11.7 12.6 17.1 17.1 13.5

女20代　n＝ 63 47.6 38.1 27.0 17.5 46.0 36.5 1.6

女30代　n＝ 103 59.2 48.5 26.2 15.5 29.1 22.3 2.9

女40代　n＝ 124 52.4 45.2 29.0 12.9 21.8 22.6 6.5

女50代　n＝ 127 48.0 49.6 24.4 16.5 21.3 20.5 7.1

女60代　n＝ 155 60.0 34.8 21.9 14.2 25.2 20.0 5.8

女70代以上　n＝ 167 41.9 16.2 7.8 8.4 16.2 15.0 10.8

自営業・自由業　n＝ 119 37.8 25.2 21.0 16.0 23.5 22.7 4.2

勤め(常勤）　n＝ 376 47.6 38.0 28.7 13.3 30.9 25.0 5.3

パート・アルバイト　n＝ 155 52.3 39.4 23.2 12.3 22.6 22.6 9.0

家事専業　n＝ 201 55.2 38.8 21.9 15.9 23.4 18.9 3.5

学生　n＝ 18 33.3 33.3 50.0 27.8 33.3 33.3 0.0

無職　n＝ 219 42.0 22.4 10.5 9.1 21.9 19.6 9.6

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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関心のある地域課題は、「防災」（31.8%）、「地域の歴史・文化・自然」（27.9%）、

「環境」（22.9%）が上位である。 

性・年代別で比較すると、男性で「防災」（32.3%）、「地域の歴史・文化・自然」

（30.6%）、「環境」（25.6%）、女性で「防災」（31.5%）、「地域の歴史・文化・自

然」（26.4%）、「環境」（21.4%）の順で上位となっている。また、「防災」「地域の歴

史・文化・自然」と回答した割合は、40 代（33.9%、33.9%）、50 代（27.9%、38.2%）、

60 代（28.6%、40.0%）の男性で高くなっている。「家庭教育」と回答した割合は、20～

40代の女性（31.7%、42.7%、29.0%）で高くなっている。 

前回調査と比較すると「防災」と回答した割合が 6.1 ポイント（前回 37.9％→今回

31.8％）減少している。 

問 12  あなたがお住まいの地域において、関心のある学習内容を選んでください。

（複数回答） 

※  関心のある地域課題は、「防災」「地域の歴史・文化・自然」「環境」が上位で

ある。 

※  性・年代別では、20～40 代の男性は「防災」、40～60 代男性は「地域の歴史・

文化・自然」、20・30 代女性で「家庭教育」、40 代以上は「防災」と回答した割

合が高い。 

※  前回調査との比較では、20 代男性で「防災」「国際理解」、50 代女性で「地域の

歴史・文化・自然」と回答した割合が増加している。 
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1141 5.8 31.8 22.9 12.6 3.2 8.9 11.5 27.9 21.4 17.0 8.3 8.9 15.2 4.6

男　n＝ 402 7.0 32.3 25.6 12.9 4.5 6.0 11.4 30.6 23.4 12.4 9.2 6.5 19.2 4.5

女　n＝ 739 5.1 31.5 21.4 12.4 2.6 10.4 11.5 26.4 20.3 19.5 7.8 10.1 13.0 4.7

男20代　n＝ 31 9.7 41.9 19.4 12.9 9.7 16.1 29.0 16.1 29.0 22.6 9.7 12.9 12.9 0.0

男30代　n＝ 63 4.8 38.1 22.2 12.7 3.2 4.8 7.9 20.6 20.6 25.4 6.3 4.8 19.0 3.2

男40代　n＝ 59 13.6 33.9 27.1 13.6 3.4 6.8 15.3 33.9 30.5 20.3 10.2 3.4 18.6 8.5

男50代　n＝ 68 4.4 27.9 26.5 17.6 2.9 7.4 10.3 38.2 20.6 10.3 13.2 5.9 17.6 2.9

男60代　n＝ 70 5.7 28.6 25.7 5.7 4.3 1.4 10.0 40.0 27.1 4.3 5.7 7.1 25.7 1.4

男70代以上　n＝ 111 6.3 30.6 27.9 14.4 5.4 5.4 8.1 27.9 18.9 4.5 9.9 7.2 18.0 7.2

女20代　n＝ 63 11.1 28.6 20.6 17.5 7.9 11.1 20.6 20.6 25.4 31.7 14.3 11.1 17.5 3.2

女30代　n＝ 103 4.9 33.0 14.6 8.7 1.0 10.7 15.5 24.3 22.3 42.7 13.6 13.6 9.7 2.9

女40代　n＝ 124 4.8 31.5 12.9 11.3 2.4 11.3 16.1 21.0 23.4 29.0 8.9 7.3 13.7 4.0

女50代　n＝ 127 2.4 35.4 31.5 10.2 1.6 10.2 10.2 30.7 23.6 10.2 7.9 11.8 10.2 6.3

女60代　n＝ 155 7.7 30.3 23.9 14.8 2.6 11.6 11.6 31.6 18.7 9.7 5.2 11.0 12.9 7.1

女70代以上　n＝ 167 3.0 29.9 22.2 13.2 2.4 8.4 3.0 25.7 13.8 9.6 3.6 7.8 15.0 3.6

自営業・自由業　n＝ 119 10.1 31.1 29.4 14.3 5.0 8.4 13.4 23.5 26.9 13.4 13.4 7.6 12.6 5.9

勤め(常勤）　n＝ 376 4.5 31.6 22.9 13.0 3.2 7.2 13.0 30.6 23.1 20.2 9.6 7.7 16.2 4.8

パート・アルバイト　n＝ 155 7.7 34.8 25.8 11.0 3.9 12.9 15.5 25.2 27.7 18.1 9.0 14.8 11.0 4.5

家事専業　n＝ 201 3.5 32.8 21.4 10.9 2.0 9.0 7.5 25.4 18.4 25.9 8.0 10.0 11.4 3.0

学生　n＝ 18 5.6 44.4 11.1 16.7 5.6 5.6 38.9 16.7 27.8 16.7 11.1 5.6 11.1 0.0

無職　n＝ 219 4.6 30.1 19.2 11.0 2.3 7.3 6.4 31.1 13.7 6.8 3.7 6.4 20.1 4.1

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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 今後の学習成果の生かし方は、「趣味」（35.8％）、「生かそうと思わない」

（21.0％）、「地域の魅力発見や地域活性化」（19.5％）、「子育て」（19.5％）が上位

である。 

 性・年代別で比較すると、「地域の魅力発見や地域活性化」と回答した割合は、女性

（16.2％）より男性（25.6％）の方が高くなっている。また、「子育て」と回答した割合

は、男性（13.2％）より女性（22.9％）の方が高くなっている。 

前回調査と比較すると「社会問題の解決」と回答した割合は 6.3 ポイント（前回

20.8％→今回 14.5％）減少しているのに対し、「生かそうと思わない」と回答した割合

が 3.3 ポイント（前回 17.7％→今回 21.0％）増加している。 

問 13 今後、生涯学習で得た知識や技能をどのような活動で生かしてみたいですか。

（複数回答） 

※ 今後の学習成果の生かし方は、「趣味」、「生かそうと思わない」、「地域の魅

力発見や地域活性化」、「子育て」が上位である。 

※  性・年代別では、20～60 代男性、20 代女性で「趣味」、40 代男性で「地域の魅

力発見や地域活性化」、20・30代女性で「子育て」と回答した割合が高い。 

※  前回調査との比較では、40～70 代男性、20・50・70 代女性で「子育て」、40 代

男性、50 代女性で「地域の魅力発見や地域活性化」、20・40・50・70 代男性、

20・40・60 代女性で「土・日曜日や放課後における学校施設」と回答した割合が

増加している。 
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 (%)

a b c d e f g h

問13

社
会
問
題
の
解
決

地
域
の
魅
力
発
見
や

地
域
活
性
化

子
育
て

青
少
年
育
成
や
学
校

土
・
日
曜
日
や
放
課
後
に

お
け
る
学
校
施
設

趣
味

生
か
そ
う
と
思
わ
な
い

そ
の
他

1141 14.5 19.5 19.5 8.2 10.7 35.8 21.0 6.5

男　n＝ 402 18.2 25.6 13.2 10.2 10.9 37.8 20.1 5.2

女　n＝ 739 12.6 16.2 22.9 7.0 10.6 34.8 21.5 7.2

男20代　n＝ 31 29.0 12.9 25.8 16.1 22.6 51.6 19.4 3.2

男30代　n＝ 63 19.0 14.3 23.8 4.8 9.5 36.5 19.0 6.3

男40代　n＝ 59 18.6 37.3 27.1 13.6 13.6 37.3 16.9 6.8

男50代　n＝ 68 16.2 30.9 8.8 10.3 14.7 45.6 19.1 1.5

男60代　n＝ 70 15.7 32.9 5.7 8.6 7.1 41.4 25.7 2.9

男70代以上　n＝ 111 17.1 21.6 3.6 10.8 7.2 27.9 19.8 8.1

女20代　n＝ 63 9.5 11.1 42.9 17.5 15.9 55.6 15.9 3.2

女30代　n＝ 103 6.8 9.7 46.6 10.7 14.6 35.9 18.4 2.9

女40代　n＝ 124 10.5 14.5 27.4 8.1 16.9 34.7 19.4 8.1

女50代　n＝ 127 18.9 22.8 16.5 8.7 7.9 34.6 24.4 7.1

女60代　n＝ 155 14.2 20.6 16.1 3.2 11.0 35.5 23.2 8.4

女70代以上　n＝ 167 12.6 14.4 8.4 2.4 3.0 25.7 23.4 9.6

自営業・自由業　n＝ 119 16.8 21.0 19.3 14.3 5.9 37.8 18.5 11.8

勤め(常勤）　n＝ 376 15.4 20.7 22.1 9.3 13.3 42.6 17.8 4.5

パート・アルバイト　n＝ 155 15.5 23.2 23.2 9.0 13.5 29.7 24.5 4.5

家事専業　n＝ 201 14.4 12.4 28.4 6.5 10.9 33.8 20.4 3.5

学生　n＝ 18 22.2 27.8 27.8 22.2 27.8 66.7 11.1 0.0

無職　n＝ 219 9.6 19.2 5.5 3.2 4.6 31.1 26.5 8.2

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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 公的施設に期待する内容は、「講座や講演会」（32.0％）、「施設・設備の充実」

（26.6％）、「地域の魅力発見や地域活性化」（20.7％）が上位である。 

 性・年代別で比較すると「講座や講演会」、「施設・設備の充実」と回答した割合は、

男性（29.6％、25.1％）より女性（33.3％、27.5％）の方が高くなっている。また、「地

域の魅力発見や地域活性化」と回答した割合は、女性（18.7％）より男性（24.4％）で高

い。「教育」と回答した割合は、男性（12.7％）より女性（21.2％）で高い。 

 前回調査と比較すると、「講座や講演会」と回答した割合は 4.2 ポイント（前回

36.2％→今回 32.0％）減少している。 

 

問 14 名古屋市では、生涯学習センターでみなさんの生涯学習に対する支援を行って

います。今後、さらに充実してほしい内容を選んでください。（複数回答） 

※ 公的施設に期待する内容は、「講座や講演会」、「施設・設備の充実」、「地域

の魅力発見や地域活性化」が上位である。 

※  性・年代別では、50・60 代男性女性ともに「講座や講演会」、20・30 代男性、20

代女性で「施設・設備の充実」と回答した割合が高い。 

※  前回調査との比較では、40・50 代男性、20・40～70 代以上の女性で「地域の魅力

発見や地域活性化」、20 代女性で「社会問題の解決」と回答した割合が増加してい

る。 
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ー
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施
設
・
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備
の
充
実

学
習
に
関
す
る
相
談

グ
ル
ー

プ
の
発
表
会
・

交
流
会

特
に
充
実
し
て
ほ
し
い

内
容
は
な
い

そ
の
他

1141 32.0 13.6 20.7 19.3 18.2 6.1 19.7 9.9 26.6 6.1 5.8 11.7 7.5

男　n＝ 402 29.6 13.4 24.4 21.9 12.7 5.2 19.7 13.9 25.1 6.7 7.5 12.7 6.0

女　n＝ 739 33.3 13.7 18.7 17.9 21.2 6.6 19.8 7.7 27.5 5.8 4.9 11.2 8.4

男20代　n＝ 31 25.8 12.9 9.7 16.1 16.1 16.1 32.3 32.3 41.9 19.4 12.9 6.5 0.0

男30代　n＝ 63 30.2 9.5 22.2 17.5 22.2 1.6 15.9 22.2 41.3 6.3 11.1 6.3 1.6

男40代　n＝ 59 27.1 18.6 33.9 30.5 20.3 8.5 18.6 16.9 27.1 6.8 3.4 6.8 10.2

男50代　n＝ 68 39.7 16.2 23.5 16.2 14.7 2.9 17.6 13.2 25.0 4.4 7.4 13.2 5.9

男60代　n＝ 70 38.6 14.3 27.1 21.4 2.9 4.3 30.0 1.4 18.6 8.6 8.6 18.6 1.4

男70代以上　n＝ 111 19.8 10.8 23.4 25.2 7.2 4.5 13.5 10.8 14.4 3.6 5.4 17.1 10.8

女20代　n＝ 63 33.3 19.0 19.0 19.0 33.3 4.8 25.4 9.5 42.9 7.9 4.8 11.1 3.2

女30代　n＝ 103 28.2 8.7 13.6 12.6 44.7 5.8 27.2 5.8 23.3 11.7 3.9 11.7 5.8

女40代　n＝ 124 37.1 12.9 18.5 19.4 29.0 6.5 25.0 7.3 33.9 8.1 2.4 5.6 8.1

女50代　n＝ 127 40.9 19.7 19.7 18.9 15.0 7.1 22.8 6.3 30.7 3.1 5.5 11.8 10.2

女60代　n＝ 155 40.6 16.1 23.2 19.4 14.2 9.0 20.6 10.3 26.5 5.2 5.8 9.0 9.7

女70代以上　n＝ 167 21.0 8.4 16.8 17.4 7.8 5.4 6.0 7.2 18.0 2.4 6.0 16.8 9.6

自営業・自由業　n＝ 119 24.4 11.8 22.7 21.0 17.6 7.6 18.5 13.4 21.8 4.2 10.9 12.6 9.2

勤め(常勤）　n＝ 376 37.0 13.6 20.5 20.2 19.9 5.6 24.2 13.3 26.9 8.0 6.4 9.3 5.9

パート・アルバイト　n＝ 155 32.9 17.4 23.2 23.2 23.9 7.1 18.7 6.5 28.4 3.9 4.5 8.4 5.8

家事専業　n＝ 201 29.9 11.9 14.9 15.4 24.9 6.0 18.4 5.5 33.8 7.0 5.0 11.9 8.5

学生　n＝ 18 33.3 38.9 27.8 22.2 22.2 11.1 38.9 27.8 50.0 16.7 5.6 0.0 0.0

無職　n＝ 219 27.9 11.4 21.9 16.9 6.8 5.9 13.2 5.5 19.6 3.7 4.1 18.7 9.1

全体　N＝

性
別

性
・
年
代
別

職
業
別
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Ⅳ 調査結果のまとめと今後の方向性 

１  調査結果のまとめ 

   今回の調査を行った結果、「調査の結果と分析」でも述べてきたように、次のよう

な傾向が明らかになった。 

   (1） 生涯学習の経験の減少 

過去１年間に生涯学習を行ったことが「ある」と回答した市民の割合は、前回

調査と比較すると、3.4 ポイント減少している。前回調査と同様に 50％を下回り、

｢ある｣と｢ない｣の差がさらに広がる傾向が見られた。 

生涯学習を行わなかった理由に

ついては、「時間的に余裕がなか

った」「必要性を感じなかった」

「生涯学習を行う機会や場所が身

近になかった」が上位であった。

「時間的に余裕がなかった」は３

調査連続で減少しているのに対し

て、「必要性を感じなかった」

「身近に生涯学習を行う機会や場

所がなかった」は、それぞれ増加

している。 

 

   (2） 公的な施設に対する期待 

生涯学習の方法では、「公的な施設で開催された講座や教室」に参加したと回

答した割合は３番目に多いものの、前回調査と比較すると 2.1 ポイント減少して

いた。また、｢自主的なグループ

や仲間｣と回答した割合は前回調

査と比べ、12.6 ポイント増加し

ていた。 

生涯学習情報の入手方法では

「広報なごやや、公的な施設のパ

ンフレット・チラシ」、希望する

生涯学習情報では「公的な施設で

開催される講座や教室の情報」、

希望する生涯学習の方法では「公

的な施設で開催される講座や教

室」と回答した割合が、それぞれ

他の項目と比較して高くなっている。 

 

問２「１年間の生涯学習の経験」 

問５「生涯学習の方法」 
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   (3)  地域課題についての関心 

生涯学習を行った内容は、これまでの調査同様、「運動やスポーツ、レクリエ

ーション」「趣味や教養」「心身の健康」が上位を占めている。また、子育てや

家庭教育、青少年問題などの「教育」をはじめ、人権、防災、環境などの「社会

問題」については減少しているが、「地域の魅力発見や地域活性化」など「まち

(地域)づくり」に関するものは大きく増加している。 

希望する生涯学習の内容においても、上位は「心身の健康」「趣味や教養」

「運動やスポーツ、レクリエーション」と前回調査とほぼ同様の結果であるが、

「地域の魅力発見や地域活性化」

「ボランティア活動」「スマート

フォンやパソコンの活用」は増加

していた。 

生涯学習を行った目的において

は、「心身の健康」や「友達作り

や仲間づくり、交流」が大幅に増

加している。 

関心のある地域課題は、「防

災」「地域の歴史・文化・自然」

「環境」は前回調査同様に上位で

あり、特に「まち（地域）づく

り」は大きく増加している。 

 

(4) 学習成果還元への意欲 

学習成果の生かし方は、「余暇やレクリエーション」、「仲間づくり」、「家庭

生活」と回答した割合が上位を占めている。また、「まち（地域）づくりに関わる

活動」は、前回調査と比較して増

加している。特に、女性で「ボラ

ンティア活動」と回答した割合が

高くなっている。 

今後の学習成果の生かし方は、

男性で「地域の魅力発見や地域活

性化などまち（地域）づくりを支

援する活動」、女性で「子育て」

と回答した割合が高い。また、

「生かそうと思わない」と回答し

ている市民が増加前回調査に比べ

て増加している。 

 

 

 

 

問３「生涯学習を行った内容」 

※「地域」は H17 から調査 

問６「学習成果の生かし方」 

※H17 から調査（「社会問題」「まちづくり」は H21 から） 
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２  今後の方向性 

    以上述べてきたような市民の学習状況や学習志向を踏まえ、今後の生涯学習施策を

推進していく上での方向性を次のように考える。 

 

   (1)  学びのきっかけを得る市民の姿を引き出すために 

過去１年間に生涯学習を行ったことが「ある」と回答した市民の割合は、３調

査連続で減少しており、調査ごとに｢ある｣と｢ない｣の差が広がる傾向が見られた。 

これまで生涯学習に関わったことがなく、これから学び始めたい市民に対して

は、気軽にセンターの講座・事業に参加することができるような工夫が必要であ

る。また、生涯学習を行わなかった理由として、「時間的に余裕がなかった」

「生涯学習を行う機会や場所が身近になかった」と回答した市民の割合が高いこ

とから、学習を始めやすい環境を整えていくことが必要である。 

そこで、関心のある地域課題で上位を占めた内容を取り上げたり、対象を明確

にして曜日や時間帯を工夫したりするなど、市民のニーズに合った学習機会を提

供していくことが大切であると考える。 

   (2)  他者との交流を図りながら学びを深める市民の姿を引き出すために 

生涯学習を｢友達作りや仲間づくり、交流｣を目的に行っている市民や、｢自主的

なグループや仲間｣との学習や活動を行っている市民が増加していることが分かっ

た。また、「学んだ知識や技能の生かし方」において、女性で「仲間づくり」と

回答する割合は、年齢が上がるにつれて増加していた。さらに、「希望する生涯

学習の方法」においても、「自主的なグループや仲間」が増加していることが分

かった。 

講座・事業に参加し、学びを継続したい市民に対しては、これまでも行ってき

た仲間づくりや自主学習グループ化に向けた支援に加え、地域の活性化のために

主体的に取り組むことができるような支援をしていく必要がある。 

そこで、学び続けるための支援として、学びの楽しさを深めたり広げたりする

ことができる内容や、地域の活性化と関連のある内容を取り上げた講座・事業を

実施していくことが大切であると考える。 

   (3)  学んだ知識や技術などの成果を地域社会で還元する市民の姿を引き出すために 

「まち（地域）づくりに関わる活動」に学んだ成果を生かしたいと回答した市

民は、前回調査と比較して増加している。特に、女性で「ボランティア活動」と

回答した割合が高くなっていることが分かった。 

学びの成果を社会へ還元したい市民に対して、「地域の魅力発見や地域活性

化」を目指した事業の中で地域課題の解決に関わったり、「土・日曜日や放課後

における学校施設」を活用して、子どもたちに関わったりできるような機会や場

を提供していく必要がある。また、「ボランティア活動」や「まちづくり」に生

かしている人、生かしたいと思っている人がさらに活躍できるような機会や場を

充実させていく必要がある。 

そこで、地域社会や子どもたちに対して学びの成果を生かす楽しさを味わう場

を設定したり、学ぶ人が達成感を得ていることがわかる場面を取り入れたりして、

学びを還元する魅力を実感できるようにすることが大切であると考える。
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